
  

「教育ドキュメンタリー作品の中で最高峰の一つだ」Education Week

「すべての親と教師が必ず見るべき作品だ」Film Threat
10～20年後、米国の総雇用の47%がAIなどで自動化されるリスクが高いという英オックス
フォードによる衝撃の研究結果。囲碁AI"AlphaGo"がトップ騎士に勝利。2045年にはシンギュ
ラリティ（人工知能が人間の知能を超える技術的特異点）が起きるという予測。子どもたちが
大人になる時代にはどんな世界が待っているのでしょうか。そのような時代、どんな能力が求められ
るのでしょうか。

High Tech Highは、米国カリフォルニア州で2000年に設立されたチャータースクールで、教科
を含めて全てに生徒中心の課題解決型教育が取り入れられています。"Most Likely To 
Succeed"は、AI, Roboticsが生活に浸透していく21世紀に子どもたちに必要な教育は？とい
うテーマで、この学校に通う生徒の成長を追いかけるドキュメンタリー映画です。
2015年に米国で公開、これまでに20カ国以上で5000回以上の上映会が開催され、日本で
も2016年に上陸し、これまで120回以上の上映会が実施されています。ミライプラス主催でも
10回以上の上映会を実施。アンケート結果にて80%以上が最高評価を付けています。

※映画上映後に参加者がグループに分かれてダイアローグを行います。

主催：ミライプラス代表　小林誠司
1991年　ソニー株式会社に入社。画像処理等の研究開発、医療機器の開発マネジャー等に従事。100以上の特許出願、
社内MVP受賞。その後、人事にて人材開発、キャリア支援を通じ社員の学びに携わる。2018年末に退職して独立。子どもた
ちが好奇心を持ち、自ら学び、考え、チャレンジする世界を作ることを目指し、ミライに輝きをプラスする活動中。ビガーゲーム認
定トレーナー。

共催：成城学園初等学校　授業研究会
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